
義手屈曲リストの機能的な利点の客観化 

→40°の屈曲リストを被験者の50%が好んだ 
→屈曲リストは、肩の代償運動を減少する 

参照文献 

対象製品 

被験者が好む屈曲角度 

参照文献 

トランスカーパルハンド屈曲リスト付きとリスト無し 

主要所見 

対象： 
以前の義手： 
切断原因： 
平均年齢： 
切断からの平均時間：           

6名の前腕切断者 
特になし 
3名外傷、3名先天性欠損 
39 ± 21歳 
23 ± 15年 

個体群 



パイロット・テスト 研究デザイン 

結果 

項目 評価法 トランスカーパルハンド屈曲リスト付き、無しの結果 評価* 

機能 手首、肘、肩の運動解
析 

ADL作業中に手首が屈曲する事で、代償運動が大幅
に減少した。 

+ 

手首が屈曲する事で、肩の前捻（通常より前傾）は、
35°減少した。 
  

+ 

手首が屈曲する事で、肩の前傾は7°減少した。 
  

+ 

被験者の50%が、屈曲角度40°を好んだ。 
  

+ 

*評価の表示について：変化なし（0）、プラスの傾向（+）、マイナスの傾向（-）、顕著な結果（++/--）、範囲外（n.a） 

本研究は、リスト20°、40°屈曲時の利点を、0°伸展位と比較する。 

本パイロット研究では、義手装着者の日常生活で行われる典型的な動作パターンが
選択されました。運動解析の結果では、ほとんどのケースにおいて手首が屈曲する
事によって、代償運動が軽減される可能性を表している。これは義手側の肩関節の
運動学的特性において、非常に注目されます。たとえ少しの角度のわずかな違いで
あっても、義手装着者は、運動パターンの最適化に気付いた。代償運動の減少は、
運動システムの影響を受けていない関節の生理学的な負荷をサポートします。より
自然な主観的印象は、義手ユーザーにとって重要な心理的な側面である。 
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